
岡山県の院内がん登録 

2008～2011年登録症例の集計 
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 川崎医科大学附属病院 
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 平成25年（2013年）の我が国の人口動態統計によると，1年
間で死亡したのは126万8432人で，第1位が悪性新生物（その
大部分は「がん」）による死亡（36万4721人），第2位は心疾患
（19万6547人），第3位は肺炎（12万2880人），第4位は脳血管
疾患（11万8286人）となっていました．がんの部位別では，男
性のがんによる死亡21万6883人のうち肺がんが最も多く，次
いで胃がん，大腸がんと続き，女性はがんによる死亡14万
7837人のうち大腸がんが最も多く，次いで肺がん，胃がんでし
た． 

 高齢化の進行により，がんで亡くなる方が増加しており，生
涯のうちに約２人に１人ががんにかかり，３人に１人ががんで
亡くなると推計されています．医学の進歩により，克服された
がんも中にはありますが，依然としてがんは国民の生命と健康
にとって重大な問題です． 
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 国から岡山県がん診療連携拠点病院の指定を受けている
岡山大学病院，地域がん診療連携拠点病院の指定を受けて
いる岡山済生会総合病院，総合病院岡山赤十字病院，公益
財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院，財団法
人津山慈風会津山中央病院，独立行政法人国立病院機構岡
山医療センター，川崎医科大学附属病院の合計７施設におい
て2008年から2011年までの4年間に院内がん登録として
45,897件の症例の集積が行なわれました． 

 今回，いわゆる５大がん（肺がん，胃がん，大腸がん，肝が
ん，乳がん）を中心として集計を行ないましたので，その結果
を公開します． 

 岡山県下のすべてのがん患者さんが登録されているわけで
はありませんので，以下に示す院内がん登録のデータが岡山
県全体の状況を反映しているわけではない点にご留意下さ
い． 
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院内がん登録の登録症例数は男女とも年々増加傾向です 
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がん検診や人間ドックにより発見された悪性新生物の割合は，前立腺で高く，肝で低い
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病期分類（ステージ分類） 
 
１．UICC（国際対がん連合）のTNM分類による病期分類（ステージ分類） 
腫瘍の大きさ（T），リンパ節転移の拡がり（N），遠隔転移の有無（M）の３者の組
み合わせによりがんの進行度を決定します．０期～IV期に分類され，数字が大き
いほどがんが進行していることを示します．UICCによる病期分類には，治療開始

前の診断時にがんの進行具合を分類する臨床病期と，手術でがんがどこまで進
んでいたかを摘出臓器やリンパ節転移の拡がりを確認して分類する病理病期が
あります．病理病期は手術で摘出した臓器やリンパ節転移を調べて決定するの
で，病期の進行具合がより的確に把握できます．2011年まではUICCのTNM分類
第６版を用いて登録しています． 

２．各種｢がん取扱い規約｣による病期分類（ステージ分類） 

各学会は｢がん取扱い規約｣によりがんの進行度を定めています．日本独特の
ものであり，多くの臨床医はこちらを用いています．肝がんに関してはUICCの
TNM分類とともにこのがん取扱い規約による病期分類も用いています． 
 

以下の各がんの項で示す臨床病期は，明示していないものはすべてUICCのTNM分
類第６版によるものです． 



胃の悪性新生物 
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肺の悪性新生物 
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肺の悪性新生物の登録数は男性では増加傾向です 
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肝の悪性新生物 
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肝の悪性新生物の登録数は若干減少傾向です 
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肝がんではUICC（国際対がん連合）とがん取扱い規約による病期分類の両者を示します 
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大腸の悪性新生物 
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大腸の悪性新生物の統計では結腸と直腸の両者を含めています 
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大腸の悪性新生物の統計では結腸と直腸の両者を含めています 
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大腸がんの臨床病期の統計では結腸と直腸の両者を含めています 
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直腸の悪性新生物 
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乳房の悪性新生物 
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少数ではありますが男性にも乳房の悪性新生物があります 
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子宮の悪性新生物 
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子宮の悪性新生物の登録数は年々増加傾向です 
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子宮頸部 子宮体部 

子宮頸部の悪性新生物の登録数は年々増加傾向です 
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子宮頸部 子宮体部 

子宮頸部は子宮体部とくらべて比較的若年女性に頻度が高いといえます 
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前立腺の悪性新生物 
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前立腺の悪性新生物の登録数は増加傾向です 
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